
平
成
二
十
三
年
二
月
十
日
提
出

質

問

第

六

〇

号

漁
業
に
お
け
る
救
命
胴
衣
着
用
率
の
向
上
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎
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漁
業
に
お
け
る
救
命
胴
衣
着
用
率
の
向
上
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

私
は
、
昨
年
三
月
十
九
日
「
漁
業
に
お
け
る
救
命
胴
衣
着
用
率
の
向
上
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
質
問
第
二
八
九
号
）
を

政
府
に
提
出
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
一
年
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
二
年
の
状
況
を
把
握
し
た
い
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

昨
年
一
年
間
の
国
内
に
お
け
る
海
難
事
故
の
発
生
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
死
亡
者
数
や
行
方
不
明
者
数
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

二

死
亡
者
数
の
う
ち
救
命
胴
衣
を
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
者
の
数
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

三

昨
年
提
出
し
た
質
問
主
意
書
の
中
で
、
地
元
の
青
森
県
が
県
内
沿
岸
漁
業
者
の
救
命
胴
衣
着
用
率
の
調
査
を
行
っ
た
よ
う

に
、
漁
業
者
の
救
命
胴
衣
の
着
用
実
態
に
つ
い
て
、
全
国
的
な
調
査
を
行
い
、
そ
の
着
用
実
態
を
正
確
に
把
握
す
べ
き
と
提

言
し
た
が
、
そ
の
後
調
査
を
し
た
の
か
。

四

救
命
胴
衣
着
用
率
向
上
に
向
け
て
、
国
は
漁
業
者
団
体
や
海
上
保
安
部
な
ど
と
連
携
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い

く
の
か
。
そ
の
対
策
は
平
成
二
十
三
年
度
予
算
の
中
で
は
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

五

救
命
胴
衣
の
着
用
率
を
、
第
八
次
交
通
安
全
基
本
計
画
で
は
平
成
二
十
二
年
ま
で
に
五
〇
％
以
上
に
す
る
こ
と
を
目
標
に

一



し
て
い
る
が
、
そ
の
目
標
数
字
を
さ
ら
に
高
く
設
定
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

六

海
で
の
釣
り
を
楽
し
む
人
達
に
対
す
る
、
救
命
胴
衣
の
着
用
率
向
上
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


